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はじめに 

茨城県沖は親潮と黒潮が交錯し，温帯性のみならず，

亜寒帯性，亜熱帯性の多様な魚類が見られる海域であ

る（浅野ら，1955）。近年，本県沖を含む東北太平洋側

海域では，親潮第一分枝の流量が年々減少傾向にある

一方で (Kuroda et al., 2020)，黒潮続流は北上傾向に

ある (Kawakami et al., 2023)。また，茨城県沖を中心

とする関東の東の海域の年間平均海面水温は，100 年

間で 1.02±0.48℃上昇した（気象庁，2023）。このよう

な海洋環境の変化に伴い，県内ではタチウオやサワラ

などの暖水性魚類の漁獲量が増加しつつあると同時に，

冷水性のマガレイの漁獲量が減少傾向にあることが明

らかとなった（大森ら，2024）。また，県内ではこれま

で記録のなかった暖水性魚類の報告例が増加している

（例えば，大森・外山，2020；外山ら，2021；棟方ら，

2022）。このように，急激な海洋環境の変化が魚種組成

に影響を及ぼす中，その実態を把握するためには，当

該海域における漁獲量データの収集と併せて，魚類相

に関する知見を更新していくことも重要である。加え

て，魚類相を明らかにする上では，再現性を担保する

ため，標本や写真に基づいた再検証可能な記録を蓄積

することが望ましい。 
2021年および 2023年の茨城県水産試験場による底

曳網を用いた調査において，本県沖からハナメイワシ

Sagamichthys abei Parr, 1953，メダマアンコウ

Lophiodes mutilus (Alcock, 1894)，ヒメアンコウ

Lophiodes naresi (Günther, 1880) ，アカイサキ

                                                           
*1 茨城県農林水産部水産振興課 
*2 茨城県農林水産部漁政課 

Caprodon schlegelii (Günther, 1859) ， ヒチビキ

Erythrocles microceps Miyahara and Okamura, 
1998，ニラミハゼ Heteroplopomus barbatus (Tomi-
yama, 1934) およびアズマガレイ Symphurus ori-
entalis (Bleeker, 1879) の 7 種が採集された。これら

は本県において記録のない種であり，うちヒメアンコ

ウ，アカイサキ，ヒチビキおよびアズマガレイの 4 種

は分布の北限を更新するため，標本および写真に基づ

きここに報告する。 
 

方 法 

標本は，茨城県漁業調査指導船いばらき丸（179 t）
ではオッタートロール（袖網 10m，袋網 16 m，コッ

ドエンド 3 m，網幅約 10 m，網高約 1.5 m，コッドエ

ンドの目合い 20 mm）を，同漁業調査指導船せんかい

（4.9 t）では水工研 II 型ソリネット（開口幅 2 m，目

合 2.0 mm）をそれぞれ着底させて曳網することで得

られた。採集した標本は氷冷もしくは 10%ホルマリン

水溶液で固定し，水産試験場へ持ち帰った。ニラミハ

ゼを除く各種は生鮮時あるいは冷凍後に，ニラミハゼ

はホルマリン固定後に写真撮影を行った。 各標本はホ

ルマリン固定後に 50%イソプロピルアルコール水溶

液で置換して保存した。標本の計数・計測方法は基本

的に中坊・中山（2013）に従ったが，ヒメアンコウ属

Lophiodes の 2 種については松沼ら（2022），ニラミ

ハゼについては明仁ら（2013），アズマガレイについて

は Munroe (1998) に従った。計測はデジタルノギスを
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用いて 0.01 mm 単位まで行い，小数第 2 位を四捨五

入した。科名，学名および標準和名は本村（2024）に

従った。標本に関する情報は，標本番号，標準体長（以

下，体長と表記），採集場所，水深情報（着底後に曳網

した水深），採集年月日，漁法，採集者の順に記した。

本研究に用いた標本は国立科学博物館 (NSMT) およ

びミュージアムパーク茨城県自然博物館 (INM) に保

管されている。 
 

記 録 

ハナメイワシ科 Platytroctidae 
Sagamichthys abei Parr, 1953 
ハナメイワシ（図 1A） 

標本 INM-1-96901，体長 257.5 mm，茨城県日立

市久慈町沖，水深 550 m，2024 年 3 月 14 日，オッタ

ートロール，水谷宏太． 
分布 北海道太平洋沖，岩手県と宮城県沖，房総半

島沖，相模湾，オホーツク海，千島列島太平洋沖，カ

ムチャッカ半島東岸，ベーリング海，赤道から北緯 40
度付近にかけての中央－北太平洋，東太平洋（ブリテ

ィッシュコロンビア～バハカリフォルニア沖，チリ～

ペルー沖にかけて）から記録がある（中坊・甲斐，2013）。 
備考 本標本は吻の先端が尖らず鈍いこと，口の後

縁が眼の後縁を超えること，擬鎖骨後方に肩部孔がな

いこと，胸鰭上方に黒い小管があること，腹部を横切

る発光器が 3 本あることが，中坊・甲斐（2013）が示

したハナメイワシの標徴とよく一致したため，本種に

同定された。 

これまで茨城県における本種の記録はなく，本研究

で得られた標本が本県初記録となる。 
 
アンコウ科 Lophiidae 
Lophiodes mutilus (Alcock, 1894) 
メダマアンコウ（図 1B〜D） 

標本 NSMT-P 147988，体長 81.3 mm，茨城県日

立市久慈町沖，水深 250 m，2023 年 5 月 15 日，オッ

タートロール，多賀 真． 
分布 アフリカ東岸からバヌアツ，ウォリス・フツ

ナ，ニューカレドニアと，オーストラリア北部から日

本にかけてのインド－西太平洋に広く分布し，日本国

内では福島県，千葉県，駿河湾，遠州灘，熊野灘，土

佐湾，九州南部および東部から東シナ海（陸棚斜面上

部と沖縄トラフ南部）にかけて，九州－パラオ海嶺か

ら記録がある（松沼ら，2022）。 
備考 本標本は体表の皮弁が短いこと，下顎の歯列

が大きさの異なる 4 タイプの歯からなる 4 列で構成さ

れること，背鰭が 5 棘 8 軟条であること，誘引突起が

体表とほぼ同色であること，擬餌状体がやや扁平な球

状で一様に黒色であること，胸鰭が 17 軟条（左側が

破損しているため右側で計数）であることが，松沼ら

（2022）が示したメダマアンコウの標徴とよく一致し

たため，本種に同定された。松沼ら（2022）は，本種

の調査標本のうち体長 100 mm未満の小型個体におい

て，21％の個体の腹鰭が著しく小さいか，皮下に埋没

する状態であったと報告した。本研究における観察標

本（体長 81.3 mm）においても，松沼ら（2022）の調

図 1 A：ハナメイワシ Sagamichthys abei，INM-1-96901，体長 257.5 mm；B–D：メダマアンコウ Lophiodes 
mutilus，NSMT-P 147988，体長 81.3 mm（B のみ左右反転）． 
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査標本と同様，腹鰭が左右とも皮下に完全に埋没して

いた。なお，本種の標徴として，背鰭第 3 棘の長さや

同棘に付着する皮弁の状態が挙げられるが（松沼ら，

2022），本標本の背鰭第 3 棘は破損しており，状態を

確認することができなかった。 
これまで茨城県における本種の記録はなく，本研究

で得られた標本が本県初記録となる。 
 
Lophiodes naresi (Günther, 1880) 
ヒメアンコウ（図 2A〜C） 
標本 2 個体（体長 108.4〜111.4 mm）：INM-1-

96896，体長 111.4 mm，INM-1-96897，体長 108.4 
mm，茨城県日立市久慈町沖，水深 150 m，2023 年 10
月 12 日，オッタートロール，多賀 真． 
分布 インドネシア・ジャワ島南沖，パプアニュー

ギニア，ニューカレドニア，オーストラリア東部，フ

ィリピン，台湾および日本の，インド洋南東部と太平

洋西部に分布し，日本国内では駿河湾，遠州灘，熊野

灘，土佐湾，東シナ海の陸棚縁辺部から陸棚斜面域か

ら記録がある（松沼ら，2022）。 

備考 本標本は背鰭が 6 棘 8 軟条であること，擬餌

状体に黒色の球状体が 2 個付着すること，胸鰭が 15
軟条であることが，松沼ら（2022）が示したヒメアン

コウの標徴とよく一致したため，本種に同定された。 
これまで知られていた本種の北限は駿河湾であった

ため（松沼ら，2022），本研究で得られた標本は茨城県

初記録であると同時に，北限記録となる。 
 

ハナダイ科 Serranidae 
Caprodon schlegelii (Günther, 1859) 
アカイサキ（図 2D） 
標本 INM-1-96900，体長 60.9 mm，茨城県日立市

久慈町沖，水深 150 m，2023 年 11 月 30 日，オッタ

ートロール，浦本高志． 
分布 兵庫県香住から九州南岸にかけての日本海お

よび東シナ海沿岸，対馬，相模湾から九州南岸にかけ

ての太平洋沿岸，鹿児島湾，瀬戸内海，伊豆・小笠原

諸島，西七島海嶺，東シナ海の大陸棚縁辺域，口永良

部島，種子島，屋久島，奄美大島，沖永良部島，与論

島，沖縄島，宮古・八重山諸島，朝鮮半島南岸，済州

図 2 A–C：ヒメアンコウ Lophiodes naresi，INM-1-96896，体長 111.4 mm；D：アカイサキ Caprodon 
schlegelii，INM-1-96900，体長 60.9 mm；E：ヒチビキ Erythrocles microceps，INM-1-96898，体長

99.0 mm． 



52                                   外山・多賀・水谷・浦本・荒山                                       
 

島，台湾，オーストラリア東岸・西岸，ハワイ諸島，

チリから記録がある（三浦，2012；瀬能，2013；竹内

ら，2015；岩坪・本村，2017；木村ら，2017；Motomura 
and Harazaki, 2017；Nakae et al., 2018；本村ら，

2019；Koeda et al., 2021；Motomura, 2023）。 
備考 本標本は体が側扁すること，背鰭が 10 棘 20

軟条で欠刻せず，棘条部中央と軟条部がほぼ同じ高さ

であること，臀鰭が 3 棘 8 軟条であること，腹鰭先端

が尖ること，尾鰭が浅い湾入形であること，背鰭基底

に数個の黒斑があること［冷凍により薄く変化した（図

2D）］が，瀬能（2013）が示したアカイサキの標徴と

よく一致したため，本種に同定された。 
これまで知られていた本種の北限は相模湾であった

ため（瀬能，2013），本研究で得られた標本は茨城県初

記録であると同時に，北限記録となる。 
 
ハチビキ科 Emmelichthyidae 
Erythrocles microceps Miyahara and Okamura, 
1998 
ヒチビキ（図 2E） 
標本 INM-1-96898，体長 99.0 mm，茨城県ひたち

なか市沖，水深 150 m，2023 年 12 月 14 日，オッタ

ートロール，浦本高志． 
分布 京都府若狭湾沖合，兵庫県浜坂，土佐湾，奄

美大島，九州－パラオ海嶺から記録がある（波戸岡・

萩原，2013；田城ら，2017；Nakae et al., 2018）。 
備考 本標本は体が細く，体高が体長の 25.7%であ

ること，鰓腔後縁背方に 1 つの肉質突起があること，

第 1 および第 2 背鰭が近接し，全ての棘に鰭膜がある

こと，胸鰭が 20 軟条であること，尾柄に隆起線がな

いことが，波戸岡・萩原（2013）が示したヒチビキの

標徴とよく一致したため，本種に同定された。波戸岡・

萩原（2013）はヒチビキとハワイチビキ Erythrocles 
scintillans の識別形質として，体長に対する尾柄高の

比率が前者では 6.4〜8.8％，後者では 8.4〜9.6％であ

ることを挙げた。本研究におけるヒチビキ観察標本で

は本比率が 9.2％であり，ハワイチビキの範囲に含ま

れたが，ヒチビキの範囲との差は 0.4 ポイントと僅か

であること，その他の形質はヒチビキの特徴とよく一

致することから，体長に対する尾柄高の比率について

は種内変異の範囲内であると考えた。 
これまで知られていた本種の北限は，太平洋側では

土佐湾，日本海側では兵庫県浜坂あるいは京都府若狭

湾沖合であったため（波戸岡・萩原，2013；田城ら，

2017），本研究で得られた標本は茨城県初記録である

と同時に，北限記録となる。 
 
ハゼ科 Gobiidae 
Heteroplopomus barbatus (Tomiyama, 1934) 
ニラミハゼ（図 3A, B） 
標本 9個体（体長 23.5〜37.7 mm）：INM-1-96903，

体長 26.0 mm，INM-1-96904，体長 28.5 mm，INM-
1-96905，体長 30.1 mm，茨城県鉾田市玉田沖，水深

17 m，2021 年 3 月 12 日，ソリネット，荒山和則；

INM-1-96906，体長 36.0 mm，茨城県鉾田市玉田沖，

水深 15 m，2021 年 5 月 11 日，ソリネット，荒山和

則・水谷宏太；INM-1-96907，体長 37.7 mm，茨城県

鉾田市玉田沖，水深 10 m，INM-1-96908，体長 36.5 

図 3 A, B：ニラミハゼ Heteroplopomus barbatus，INM-1-96907，体長 37.7 mm；C, D：アズマガレイ

Symphurus orientalis，NSMT-P 147987，体長 87.4 mm． 
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mm，INM-1-96909，体長 37.5 mm，茨城県鉾田市玉

田沖，水深 15 m，2021 年 6 月 14 日，ソリネット，

荒山和則・水谷宏太；INM-1-96910，体長 36.5 mm，

茨城県鉾田市玉田沖，水深 17 m，2021 年 8 月 5 日，

ソリネット，水谷宏太；INM-1-96911，体長 23.5 mm，

茨城県鉾田市玉田沖，水深 17 m，2021 年 9 月 13 日，

ソリネット，水谷宏太． 
分布 青森県三沢から土佐湾にかけての太平洋沿岸，

青森県津軽半島から長崎県橘湾の日本海および東シナ

海沿岸，有明海，瀬戸内海から記録がある（明仁ら，

2013）。 
備考 本標本は頭部が縦扁すること，眼が大きいこ

と，下顎腹面に明瞭な突起があること，前鰓蓋管の開

孔が M’と N’の 2 個であること，後眼肩甲管の開孔が

K’と L’の 2 個であること，背鰭前方鱗があることが，

明仁ら（2013）および瀬能（2021）が示したニラミハ

ゼの標徴とよく一致したため，本種に同定された。 
これまで茨城県における本種の記録はなく，本研究

で得られた標本が本県初記録となる。 
 

ウシノシタ科 Cynoglossidae 
Symphurus orientalis (Bleeker, 1879) 
アズマガレイ（図 3C, D） 
標本 NSMT-P 147987，体長 87.4 mm，茨城県日

立市久慈町沖，水深 250 m，2023 年 5 月 15 日，オッ

タートロール，多賀 真． 
分布 駿河湾，三重県尾鷲，土佐湾，宮崎県門川町，

鹿児島県志布志湾，山口県日本海側，東シナ海，台湾

から記録がある（山田・柳下，2013；Lee et al., 2013；
園山ら，2020；村瀬ら，2021）。 
備考 本標本は口がほぼ直線状であること，頭と体

に有孔側線がないこと，有眼側の体側，背鰭，臀鰭に

多くの暗色帯があること，無眼側の体側が一様に白色

であること，背鰭が 97 軟条であること，臀鰭が 82 軟

条であること，尾鰭が 12 軟条であること，横列鱗数

が 40 であること，腹膜が青黒いことが，山田・柳下

（2013）および Lee et al. (2013) が示したアズマガレ

イ Sy. orientalis の標徴とよく一致した。なお，日本産

アズマガレイ属 Symphurus 魚類は 7 種が知られ（本

村，2024），それらのうちハシナガアズマガレイ

Symphurus longirostris Lee, Munroe and Kai, 2016，
Symphurus robustus Lee and Munroe, 2021 および

Symphurus oxyrhynchus Lee, 2022 の 3 種は近年記

載された。ハシナガアズマガレイは背鰭が 81～88 軟

条，臀鰭が 68～74 軟条，横列鱗数が 21〜26，Sy. 

robustusは背鰭が 85～88軟条，臀鰭が 72～76軟条，

横列鱗数が 31〜34，Sy. oxyrhynchus は尾鰭が 14 軟

条，横列鱗数が 31 であり（Lee et al., 2016; Lee and 
Munroe, 2021; Lee, 2022），本標本とは明らかに異な

る。以上より，本標本をアズマガレイと同定した。 
これまで知られていた本種の北限は駿河湾であった

ため（山田・柳下，2013；Lee et al., 2013），本研究で

得られた標本は茨城県初記録であると同時に，北限記

録となる。なお，山田・柳下（2013）は本種の分布域

に韓国を含めたが，本種の再記載および分布域の詳細

な検討を行った Lee et al. (2013) では，韓国における

分布を疑問の余地があるとしたため，本研究では後者

に従い分布域に韓国を含めなかった。 
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